


  

はじめに 
 
大気の二酸化炭素濃度の上昇による地球の温暖化とその森林への影響が懸念され、二酸化

炭素の排出削減と吸収源の確保が求められている。日本は森林の適正な管理による二酸化炭

素吸収分として 1300 万炭素トンを確保することが国際的に認められており、その吸収分を

獲得するためには適切な炭素量算定法の開発が必要である。 
京都議定書に基づく森林吸収量の算定・報告・検証は、2004 年 12 月の COP10 で決定し

た LULUCF-GPG（土地利用、土地利用変化、林業のための好適方法指針）等の国際指針に

沿った手法で行い、国連の気候変動枠組み条約事務局の編成する専門家チームによる審査を

受ける。審査の結果、インベントリが不完全もしくは GPG 等に基づき算定されていないと

判断された場合は、吸収量の調整が行われ、我が国の削減目標の達成に重大な支障を来すこ

とになる。そのため、京都議定書第一約束期間（2008 年～2012 年）に向け、GPG 等の国際

合意に対応した森林吸収量の算定・報告のための国内体制を整備しているところである。さ

らに、京都メカニズムを第一約束期間開始当初から継続的に活用するためには、2007 年提出

分（2005 年データ）以降毎年、京都議定書第７条１項に基づく追加的情報を含めた吸収源イ

ンベントリを提出する。このため、京都議定書第一約束期間において、我が国の森林吸収量

の算定・報告・検証を円滑に行う必要がある。 
本事業では LULUCF-GPG の決定に伴い追加的に必要となった土壌、リター、枯死木蓄積

量のデータを林野庁・都道府県による森林資源モニタリング調査の定点において収集するこ

とを目的としている。これらの炭素蓄積量の算定には方法の透明性や検証可能性および精度

の向上が求められるため、調査方法を統一するとともに、これまで行われてきた土壌断面調

査よりも精度を高める工夫を行っている。また、近年、土壌調査経験者が少なくなっている

ため、土壌断面調査方法や土壌型判定方法の普及も重要な課題である。この方法書は国際的

な対応に適合するだけでなく、一般的な調査や研究にも参考となるものと期待される。 
本事業の結果は地上部地下部のバイオマスとともに国別インベントリおよび京都議定書報

告の検証データとして活用される。さらに、ポスト京都議定書への活用や土壌を含めたわが

国の森林資源の基礎データとなるものであり、事業の順調な進捗と発展をめざす所存である。 
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Ｉ. 室内作業 
 

1. 概要 
この章では野外で採取した土壌試料の容積重の測定方法、土壌試料および堆積有機物試料

の調製方法を説明する。野外で採取した土壌試料や堆積有機物試料は変質しやすいので、こ

こで述べる室内作業は試料が届きしだい速やかに行わなければならない。特に水分を含んだ

生の試料は変質しやすいので、速やかに処理できない場合は冷蔵庫に保管する。 
容積重測定では、円筒試料や直方体試料の全乾燥重量から礫・根重量を差し引いて細土重

量を求める。これにより一定容積あたりの細土の重量（容積重）がわかる。 
土壌試料は風乾後に篩(ふるい)で礫と植物遺体を除外して保存・分析用とする。堆積有機物

試料は乾燥後に重量測定を行った後、4 地点の試料を混合する。この混合試料は炭素および

窒素濃度の分析に用いるとともに、保存用試料（以下、保存試料）とする。 
容積重測定（図 C1）、土壌試料および堆積有機物試料の調製（図 C2）はいずれも比較的単

純な作業であるが、炭素蓄積量を決定する上で重要な工程である。丁寧で正確な処理が求め

られる。 
なお、容積重および堆積有機物の乾燥重量の測定結果の入力、計算、報告は、エクセルフ

ァイル「分析データ入力テンプレート」で行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 C1 容積重測定の工程概略 

 

 
 
 

重量測定 

試料の乾燥 
(105℃、24 時間) 

重量測定 

礫・根(>2mm)
洗いだし 

礫・根の乾燥 
(105℃、24 時間)

礫・根の重量測定

計算 
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土壌試料 堆積有機物試料 

  

図 C2 試料調製の工程 
 

2. 試料確認と試料 ID 
室内作業は、試料を採取した都道府県の担当者自らが行う場合と送付試料を受けた森林総

研あるいは森林総研からの委託を受けた会社などが行う場合があるが、ここでは都道府県が

室内作業を行う場合を例に説明する。 
 

1) 試料の確認 
グレード 1 の調査では、「様式 A7 代表土壌断面調査票」および「様式 A5 炭素蓄積量調査

票」に記載された試料があることを確認する。グレード 2 の調査では、「様式 A5 炭素蓄積量

調査票」に記載された試料があることを確認する。 
 

2) 試料 ID 
試料の管理や測定結果の報告は、試料 ID で行う。この試料 ID は次ページのルールに従っ

てつける。試料 ID は「分析データ入力テンプレート」のシート「試料 ID」に格子点 ID と

層位数を入力することで簡単に知ることができる。 

＊雨などで試料が濡れている場合 

試料の乾燥 
(70℃、48 時間) 

重量測定 

分析用試料

(25ｍL) 

 
保存用試料 

(100ｍL) 

粉砕

試料の予備乾燥＊ 

試料の乾燥 
(室温) 

土塊の粉砕 

分析用試料 
(25ｍL) 

 
保存用試料 

(250ｍL) 

フルイ分け 
(<2mm) 

礫、植物遺体

除去 

4 地点試料の混合 
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試料 ID の決め方 
試料 ID ＝ 格子点 ID + 位置記号（表 C1） + 層位番号（表 C2） 
例）080295W12 
格子点 ID 080295 の土壌炭素蓄積量調査で採取した W 地点（5-15cm）の土壌試料  

 
表 C1 採取位置と位置記号の関係 

位置記号 採取位置または内容 備考 
N N 地点  

E E 地点  
S S 地点  
W W 地点  
M 上記 4 地点の混合 堆積有機物の混合調製試料に用いる 
R 代表断面  

 
表 C2 層位番号と採取層位の関係 

層位番号 採取層位 試料の種類 
01 T 堆積有機物試料 
02 L 堆積有機物試料 
03 F 堆積有機物試料 
04 H 堆積有機物試料 
11 0-5cm 土壌試料 
12 5-15cm 土壌試料 
13 15-30cm 土壌試料 
21 代表断面の第 1 層 土壌試料 
22 代表断面の第 2 層 土壌試料 
23 代表断面の第 3 層 土壌試料 
24 代表断面の第 4 層 土壌試料 
25 代表断面の第 5 層 土壌試料 

代表断面の第 1 層は最表層を、第 2 層はその下の層を示す。具

体的には A1、A2、B1、B2 などの層位名を書き込む。1 つの

層から上下 2つの試料を採取した場合は別の層から採取したも

のとみなし、層位番号をつける。たとえば A、B1（上）、B1（下）、

B2 の場合、層位番号はそれぞれ 11、12、13、14 となる。 
6 層以上ある場合は、26、27・・・と番号を割り当てる。 
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3. 容積重測定法（採土円筒試料、直方体試料の処理） 

1) 概要 
容積重測定は、「土壌の一定体積あたりの細土重量（以下「容積重」という）」を求めるこ

とを目的とする。求めた容積重は、土壌の単位体積あたりの炭素蓄積量の推定に用いる。 
具体的には、「森林土壌インベントリ方法書 (1) 野外調査法」の「A. Ⅱ. インベントリ土

壌調査 －実施編－」の「5. 土壌炭素蓄積量調査の進め方（ページ A-27～30）」に従って採

取した容積重測定用定体積試料を、以下の要領で処理し、容積重を計算する。 
 

2) 器具 
 乾燥用トレイ（金属製、よく乾いたもの） 
 乾燥用容器（根と礫について 1 つずつ） 
 乾燥器（105℃に設定できるもの） 
 円孔篩(エンコウフルイ)（孔径 2 mm のもの） 
 ラベル 
 電子天秤（0.1g 単位で測定できるもの） 

 

3) 試料処理手順 
(1) 試料情報（[調査年月日]、[調査地番号]、[層位名]、[試料タイプ（円筒試料 V もしくは直方

体試料 VB：試料容量）]）の確認を行い、記録する（注1）。 
(2) 乾燥用トレイの重量（[採取試料(全体)の風袋重(g)]）を測定し、記録する。 
(3) ポリ袋に記載された試料情報を乾燥用トレイに明記し（注2）、採取試料（以下、試料）を乾

燥用トレイにあける。 
(4) 乾燥用トレイごと試料の重量（[採取時の風袋込み採取試料(全体)重量(g)]）を測定し、記録

する（注3）。 
(5) 室内で十分に風乾させる（注4）。または、風乾させずに、(6)へ進む。 
(6) 乾燥用トレイごと試料を乾燥器（105℃）に入れ、24 時間乾燥させる（注5）。(5)で風乾させ

なかった場合は 48 時間乾燥する。 
(7) 絶乾処理終了後、乾燥器から乾燥用トレイごと試料を取り出し、1～2 時間、室内で冷ます。 
(8) 乾燥用トレイごと試料重量（[絶乾後の風袋込み採取試料(全体)重量(g)]）を測定し、記録す

る。 
(9) 水を入れた容器に試料を浸け、軟らかくする。水をはじく場合は、エタノール水を噴霧する

                                                   
注1 括弧 [    ] で示されたものは、最低限記録すべき項目。 
注2 たとえば、ラベルを貼り付ける、直接乾燥用トレイに記入する等。 
注3 容積重の計算には必要ないが、絶乾後の採取試料の重量をチェックする上で必要になる。 
注4 一週間程度が一つの目安であるが、試料の状態や室内環境によって異なる。また、粘土分の

多い土壌では、風乾中、生乾きのうちに土塊を手でほぐしておく。 
注5 本マニュアルおよび｢分析データ入力テンプレート｣では、105℃での土壌試料の乾燥処理、

70℃での堆積有機物試料の乾燥処理を「絶乾」と呼ぶ。 
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とよい。 
(10) (9)の試料を 2 mm の円孔篩に移して水洗し、根および粗大有機物（以下「根」という）と

礫を取り分ける（注6）。 
(11) 根と礫の乾燥用容器の重量（[根の風袋重(g)]、[礫の風袋重(g)]）をそれぞれ測定し、記録す

る。 
(12) (10)で取り分けた根と礫を、それぞれ乾燥用容器に入れ、乾燥器（105℃）で 24 時間乾燥

させる。 
(13) 絶乾終了後、乾燥器から乾燥用容器ごと根、礫を取り出し、1～2 時間、室内で冷ます。 
(14) 乾燥用の容器ごと根の重量（[絶乾後の風袋込み根重量(g)]）を測定し、記録する。 
(15) 乾燥用の容器ごと礫の重量（[絶乾後の風袋込み礫重量(g)]）を測定し、記録する。 

 

4) 容積重の計算 
  容積重は次式によって計算する。実際には、「分析データ入力テンプレート」のシート「容

積重」に上記測定の結果を入力し、自動的に計算させる。 
 

容積重＝（S－R－G）／V 
S＝s－st 

s：[絶乾後の風袋込み採取試料(全体)重量(g)] 
st：[採取試料(全体)の風袋重(g)] 

R＝r－rt 
r：[絶乾後の風袋込み根重量(g)] 
rt：[根の風袋重(g)] 

G＝g－gt 
g：[絶乾後の風袋込み礫重量(g)] 
gt：[礫の風袋重(g)] 

V：[試料容量（円筒試料 V の場合は 400mL、直方体試料 VB の場合は 2000mL）]（注7） 
 

5) データの報告 
報告書には「分析データ入力テンプレート」のシート「容積重」を印刷したものを使用す

る。 
 
 
 
                                                   
注6 細かい根の破片は、際限がないので、多少取り分けられなくても構わない。また、水洗中に

細根や有機物の細片等が流れ出してしまうが、少ない量であれば構わない。これらの損失は、そ

の重量が少ないことから、全体に比べて著しく小さいものとみなすことができる。 
注7 円筒試料 V（400mL）や直方体試料 VB （2000mL）の規格以外で採取した場合には、そ

の体積（mL）となる。 
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6) 試料処理工程フローチャート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

フルイで試料を
水洗い

泥受け用容器：
泥は流しに流さず貯めて廃棄

 

トレイごと室内で放冷
（1～2時間）

トレイごと試料の重量（s）を測定 （絶乾後の重量）

試料を2 mm の円孔篩へ入れ水洗

礫 と 根および粗大有機物（以下、根）を選別

根を105℃で乾燥
（24時間）

礫を105℃で乾燥
（24時間）

容器ごと室内で放冷
（1～2時間）

容器ごと室内で放冷
（1～2時間）

容器ごと
礫の重量（g）を測定

試料情報の記録
円筒試料：V (400 mL)
直方体試料：VB (2000 mL)

トレイごと恒温乾燥器に入れ、105℃で乾燥（絶乾）
（24時間、風乾しない時は48時間）

乾燥用トレイの重量（st）を測定（風袋重）

試料を全てトレイにあける

採土円筒試料、直方体試料

トレイごと試料の重量を測定（採取時の重量）

試料を1週間程度室内で風乾させる

礫の風袋重（gt）を測定 根の風袋重（rt）を測定

容器ごと
根の重量（r）を測定

トレイごと室内で放冷
（1～2時間）

トレイごと試料の重量（s）を測定 （絶乾後の重量）

試料を2 mm の円孔篩へ入れ水洗

礫 と 根および粗大有機物（以下、根）を選別

根を105℃で乾燥
（24時間）

礫を105℃で乾燥
（24時間）

容器ごと室内で放冷
（1～2時間）

容器ごと室内で放冷
（1～2時間）

容器ごと
礫の重量（g）を測定

試料情報の記録
円筒試料：V (400 mL)
直方体試料：VB (2000 mL)

トレイごと恒温乾燥器に入れ、105℃で乾燥（絶乾）
（24時間、風乾しない時は48時間）

乾燥用トレイの重量（st）を測定（風袋重）

試料を全てトレイにあける

採土円筒試料、直方体試料

トレイごと試料の重量を測定（採取時の重量）

試料を1週間程度室内で風乾させる

礫の風袋重（gt）を測定 根の風袋重（rt）を測定

容器ごと
根の重量（r）を測定

図 C3 試料処理工程 
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4. 堆積有機物試料の調製 

1) 器具 
 紙袋（あるいは乾燥用トレイ） 
 乾燥器（70℃に設定できるもの） 
 試料粉砕機（カッターミル式粉砕機など、スクリーン≦2ｍｍ）（注8） 
 電子天秤（最大 3kg まで、1g 単位で測定できるもの） 
 保存試料用ポリビン（アイボーイ広口びん 100mL(アズワン, 品番 5-002-02)） 
 分析試料用ポリビン（PS スクリュー管瓶 25mL(アズワン, 品番 1-4628-14)） 
 ラベル小判（赤 25×40ｍｍ(アズワン, 品番 6-703-01)あるいは類似の大きさのラベル） 
 剪定ばさみ 
 筆記用具 
 ビニール手袋 
 掃除用具（ブラシ、筆、JK ワイパー等） 

 

2) 方法 
(1) 各地点（N、E、S、W）における各層位（T、L、F、H）の試料（以下、各試料）の有無を

確認し、試料情報（[調査年月日]、[調査地番号]、[層位名]）を記録する。 
(2) 各試料について、ポリ袋に記載された試料情報を紙袋（あるいは乾燥用トレイ、以下同じ）

に明記する。 
(3) 各試料をポリ袋から紙袋に移す。その際、礫や土塊など有機物以外の混入物は取り除く。 
(4) 各試料の入った紙袋を乾燥器（70℃）に入れ、48 時間乾燥させる。 
(5) 各試料の入った紙袋を乾燥器から取り出し、そのままの状態で、1～2 時間、室内で冷ます。 
(6) 紙袋ごと各試料の重量（[絶乾後の風袋込み重量(g)]）を測定し、記録する。 
(7) 各試料を紙袋から取り出し、N、E、S、W 地点の各試料を層位（T、L、F、H）ごとに混合

し、混合試料として記号 M を付ける。すなわち、層位ごとに 4 地点の混合試料を作成する。 
(8) 各試料を取り出した紙袋の重量（[絶乾後の風袋重(g)]）を記録する。 
(9) 各層位の混合試料をそれぞれ試料粉砕機で粉砕して、粉砕試料（2mm 未満）とする（注9）。 
(10) 各層位の粉砕試料を、それぞれ、全体が均一になるようによくかき混ぜる。 
(11) 各層位の粉砕試料を、それぞれ、保存試料用ポリビン（100mL）と分析試料用ポリビン

（25mL） に移す。粉砕試料が少ない場合は、まず、分析試料用ポリビンを満たし、残り

の試料を保存試料用ポリビンに入れる。両方のポリビンを満たしてもなお試料が残った場合

は、余った試料を捨てても構わない。 
                                                   
注8 粉砕機は卓上のフードプロセッサのようなものでもよいが、小型の粉砕機は処理に時間がか

かる。また、モーターの過熱、カッターとモーターとの接続部の消耗などに気をつける必要があ

る。 
注9 試料粉砕の際は、粉砕機に試料を入れ過ぎないように注意する。広葉樹葉はあらかじめビニ

ール手袋をした手で細かくしておくとよい。また枝は剪定ばさみで切って短くする（装置の処理

能力に応じた長さにする）。 
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(12) 保存試料用ポリビンと分析試料用ポリビンのそれぞれに、図 C4 のように試料情報を記入

したラベルを貼る。 
 

1 つの試料の粉砕が終了したら、粉砕機の試料室やカッター等に付着した試料を、ブラシ

や筆、JK ワイパー等できれいに掃除する。 
 

図 C4 ラベルの記入例 
（2006 年 6 月 29 日に格子点 ID 080295 で採取した L 層の試料（4 地点の混合試料）） 

 

3) データの計算と報告 
「分析データ入力テンプレート」のシート「堆積有機物」に上記測定の結果を入力し、各

層位（T、L、F、H）の混合試料の乾燥重量を自動的に計算させる。報告書には「分析デー

タ入力テンプレート」のシート「堆積有機物」を印刷したものを使用する。 

調査年月日 

試料 ID  

表 C2 の層位名 

 
080295M01 
20060629 080295M02 

20060629 

L



 C-11

5. 土壌試料の調製 
1) 器具（注10） 

 円孔篩（孔径 2mm、直径 20cm 程度、篩と蓋・受皿で 1 セット、写真 C1） 
  篩：大起理化工業, 品番 DIK-2300-11, ¥18,000 
  蓋・受皿：大起理化工業, 品番 DIK-2300-15, ¥10,000 

 磁製乳鉢（乳棒付、外寸 180mm(アズワン, 品番 6-549-05, ¥3,500)、写真 C1） 
 乳棒または木製杵（きね、（注11）） 
 乾燥用トレイ（例えば、ホーローバット四つ切(アズワン, 品番 5-176-04, ¥2,900)もしく

は万能バット(アズワン, 品番 1-4618-03, ¥820)） 
 ピンセット（例えば、歯科用ピンセット(アズワン, 品番 6-531-08, ¥1,470)） 
 保存試料用ポリビン（アイボーイ広口びん 250mL(アズワン, 品番 5-002-03, ¥73／1個)） 
 分析試料用ポリビン（PS スクリュー管瓶 25mL(アズワン, 品番 1-4628-14)） 
 ラベル中判（赤 41×60ｍｍ(アズワン, 品番 6-703-02)もしくは類似の大きさのラベル） 
 ラベル小判（赤 25×40ｍｍ(アズワン, 品番 6-703-01)もしくは類似の大きさのラベル） 
 筆記用具（黒マジックなど） 
 ビニール手袋（例えば、サニメント手袋(サイズ M)(アズワン, 品番 1-6163-02, ¥330)） 
 マスク（例えば、ネオクリーンマスク(10 枚入り)(アズワン, 品番 8-1072-01, ¥1,800)） 
 JK ワイパー（36 箱入り(アズワン, 品番 6-6688-01, ¥9,000)） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 C1 土壌調製用器具（乳鉢（左上）、円孔篩（右上）、木製杵（中央下）） 

                                                   
注10 メーカー名、品番および価格は、2007 年 6 月現在のもの。 
注11 土塊の粉砕に磁製乳棒を使用すると礫を粉砕するおそれがあるので、木製杵（写真 C1）を

使うことが望ましい。木製杵を使用する場合は、ひと回り大きい乳鉢（外寸 210mm）の方が使

いやすい。ただし木製杵は市販されていないので、特別に作る必要がある。材料には桐などの軽

い木を用いるとよい。寸法は、柄の長さ 220-250mm、柄の径 25mm、穂(頭)の全長 240-300mm
（片側 100-180mm）、穂の径 45mm 程度で、穂の中心(あるいは中心を 1-2cm ずらして)に穴を開

け柄の先端を差し込む。 
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2) 方法 
(1) 試料の有無を確認し、試料情報（[調査年月日]、[調査地番号]、[層位名]）を記録する。 
(2) ポリ袋に記載された試料情報を乾燥用トレイに明記する（注12）。 
(3) ポリ袋内の採取試料（以下、試料）を乾燥用トレイにあける。試料をトレイいっぱいに広げ、

厚さが均一になるようにする。 
(4) 室内で十分に風乾させる。乾燥を促進するために、手で土塊をつぶしつつ、毎日かき混ぜ湿

った土を露出させる（注13）。通常、1～2 週間は必要である。また、2mm 以上の礫や植物

遺体（根や植物片、木炭片）など目立つものは、ピンセットで取り除く。 
(5) 試料が内部までよく乾燥していることを確認し、孔径 2mm の円孔篩に移す（注14）。 
(6) 円孔篩の蓋をし、1 分間程度ふるう。 
(7) 円孔篩を通過した試料（以下、風乾細土）は別の乾燥用トレイに移す。 
(8) 円孔篩に残った試料から礫と植物遺体をピンセットで取り除き、土壌の塊を乳鉢に移す。 
(9) 土壌の塊を、礫を破壊しないように、乳棒（あるいは木製杵）でていねいにつぶす（注15）。 
(10) つぶした土壌をふたたび円孔篩に移してふるう。 
(11) 円孔篩を通過した風乾細土を(7)の乾燥用トレイに移す。 
(12) すべての土壌が円孔篩を通過するまで、(6)～(11)の操作を繰り返す。 
(13) (11)の乾燥用トレイの風乾細土をよく混合する。 
(14) 風乾細土を保存試料用ポリビン（250mL）と分析試料用ポリビン（25mL）に移す。試料

が少ない場合は、まず、分析試料用ポリビンを満たし、残りの試料を保存試料用ポリビンに

入れる。両方のポリビンを満たしてもなお試料が残った場合は、余った試料を捨ててもよい。 
(15) 保存試料用ポリビン（250mL）と分析試料用ポリビン（25mL）には、試料情報を記入し

たラベルの（中）と（小）をそれぞれ貼る。ラベルの記載は図 C5 のとおりに行う。 
(16) １試料の篩分けが終了したら、乳鉢と篩に付着している細土を JK ワイパー等できれいに

ふき取る（注16）。 

図 C5 ラベルの記入例 
（2006 年 6 月 29 日に格子点 ID 080295 で採取した W 地点（5-15cm）の土壌試料） 

                                                   
注12 たとえば、試料情報を書いたラベルを乾燥用トレイに貼り付ける。 
注13 これらの操作は、ビニール手袋を付けて行う。 
注14 篩に土壌を入れすぎると作業効率が落ちるので、1 度に入れる土壌の量は篩の容積の半分

以下にした方が良い。 
注15 1 度にたくさんの土壌を乳鉢に入れると土壌の塊をつぶすのが難しいので、乳鉢に入れる

土壌の量は乳鉢の半分以下にした方が良い。 
注16 乳鉢に土壌が大量に付着しているときは水道水で洗い流す。少ししか付着していないとき

は少量の水を洗ビンで注ぎ JK ワイパーでふき取る。篩も土壌が大量に付着しているときは水道

水で洗う。土壌の付着が少ないときは、少し湿らせた JK ワイパーでふき取る。洗浄後の篩はよ

く乾燥させてから使用する。 

調査年月日 

試料 ID  

表 C2 の層位名 

 
080295M01 
20060629 

T

080295W12 
20060629 

5-15cm
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Ⅱ. 炭素および窒素濃度の分析 
 

1. 概要 
乾式燃焼法による炭素および窒素濃度の分析装置では、分析に使用する試料が微量である

ことに加え、土壌試料や堆積有機物試料では試料中の炭素分布が不均一であることから、分

析の誤差が大きくなりやすい。そこで、分析の誤差を小さくするために、室内作業（「Ⅰ. 室
内作業」）において調製した試料をさらに粉砕して粒径を細かくする必要がある。また、試料

中の炭素濃度は絶乾試料重を基準とするので、試料中の水分量を測定しなければならない。

水分量の測定は、炭素および窒素濃度の分析の際に行う。なお、窒素濃度は、炭素濃度と窒

素濃度の比率（C/N 比）を用いた分析の信頼性評価に利用されるとともに、バイオマス生産

力の指標にもなるので窒素濃度の結果も報告する。 
水分量、炭素および窒素濃度のデータの入力、計算、報告は、エクセルファイル「分析デ

ータ入力テンプレート」で行う。 
 

2. 試料の微粉砕 

1) 器具 
 メノウ乳鉢（あるいは擂潰機(ライカイキ)等の電動粉砕機）（注17） 

 

2) 方法 
(1) 分析試料用ポリビン（25mL）の試料（土壌試料の場合は風乾細土、堆積有機物試料の場合

は粉砕試料）の全量を、メノウ乳鉢（または粉砕機）に移す。 
(2) 粗い粒子が細かくなるように、充分にすりつぶして微粉末試料（<0.25mm）とする（注18）。 
(3) 微粉末試料をもとのポリビンにもどす。 

 
1 つの試料の粉砕が終了したら、メノウ乳鉢や乳棒、あるいは粉砕機に付着した試料をき

れいにふき取る。 
 
 

                                                   
注17 試料の粉砕は、ボールミル式の粉砕機等でもよい。 
注18 粉砕は試料内における炭素濃度のばらつきを小さくすることを目的としている。通常、一

試料あたり 10 分程度以上行う。炭素濃度の分析でばらつきが大きい場合は、粉砕時間を長くする

必要がある。 
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3. 水分量の測定 

1) 器具 
 秤量ビン（平型秤量ビン 20ｍL(アズワン, 品番 6-743-07)）（注19） 
 電子天秤（0.1mg 単位で測定できるもの）（注20） 
 乾燥器（105℃と 70℃に設定できるもの） 
 デシケーター（並型中板直径 240mm(アズワン, 品番 1-4413-05, ¥31,000)）（注21） 
 スパーテル（薬さじ） 
 大型のシャーレ（ステンレスシャーレ外径 200mm(アズワン, 品番 2-129-08, ¥4,600)）
（注22） 
 軍手 
 乾燥剤（シリカゲル） 

 

2) 方法 
(1) 秤量ビンを乾燥器（105℃）で 1 時間乾燥した後、デシケーター内で冷ます（注23）。 
(2) 秤量ビンの重量（[秤量ビン重量(g)]）を測定し、記録する（注24）。 
(3) 分析試料用ポリビン（25mL）から微粉末試料（土壌試料の場合は 2-3g、堆積有機物試料の

場合は 0.4-0.6g）をスパーテルで秤量ビンに分取する。 
(4) 秤量ビンに蓋をし、秤量ビンごと試料重量（[絶乾前の秤量ビン込み試料重(g)]）を測定、記

録する。このとき、蓋を写真 C2 のようにずらして

おく。 
(5) 秤量ビンを乾燥器（土壌試料の場合は 105℃、堆積

有機物試料の場合は 70℃）に入れ、24 時間乾燥す

る。 
 

                                                   
注19 秤量ビンはよく洗浄したものを使用する。また、秤量ビンを直接素手で持つと水分や脂分

が付着するので、軍手等を使用する。 
注20 重量の測定精度は測定する土の重量の 1000 分の 1 で十分である（土壌環境分析法編集委

員会 1997 年）。すなわち土壌の重量が 1g ならば測定精度は 1mg でよい。 
注21 デシケーターは内部に乾燥剤（シリカゲル）を入れて使用する。デシケーターの本体と蓋

とのすり合わせ部にはグリースを塗って密閉性をよくする。乾燥剤は水分吸収能力が低下してい

ないことを確認する（シリカゲルが赤色になると水分吸収能が低下しているので、105℃の乾燥器

に入れ、青色に変わるまで乾燥させる）。デシケーターの蓋が開きにくい場合は、蓋を横から木槌

等で軽くたたくと蓋がずれて開けることができる。 
注22 秤量ビンはデシケーターや乾燥器内で横転しやすいので、デシケーターに入るサイズのシ

ャーレ等に載せて作業するとよい。また複数の秤量ビンを一度に扱うことができて便利である。 
注23 デシケーター内で保存された洗浄済みの秤量ビンの場合、乾燥による重量変化はほとんど

ないが、長く放置した秤量ビンを使用する際には必ず乾燥器で乾燥させてから使用する。 
注24 静電気は電子天秤の秤量機能に障害を与えるので、秤量を行う前には、試料や自分自身が

帯電していないことを十分に確認する。また、帯電していた場合は、十分な放電を行う。帯電防

止や除電装置を使用するのも良い。 

写真 C2 乾燥中の土壌試料 
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(6) 乾燥が終了したら秤量ビンを乾燥器から取り出し、デシケーター内に移す（注25）。その際、

秤量ビンは蓋をしておく。 
(7) 約 1 時間放冷し、秤量ビンごと試料重量（[絶乾後の秤量ビン込み試料重(g)]）を測定、記録

する。 
 

3) 含水比の計算 
土壌試料および堆積有機物試料の含水比、水分係数は、次式によって計算する。実際には、

「分析データ入力テンプレート」のシート「含水比」に上記測定の結果を入力し、自動的に

計算させる。 
 

含水比＝（Sbefore－Safter）／（Safter－WB） 
水分係数＝（Sbefore－WB）／（Safter－WB） 

Sbefore：[絶乾前の秤量ビン込み試料重(g)] 
Safter：[絶乾後の秤量ビン込み重量(g)] 
WB：[秤量ビン重量(g)] 

 

4) 精度保証 
風乾土壌では、土壌の乾燥が十分に行われていれば含水比が 0.200 を超えることは少ない。

含水比が 0.200 を超える場合は土壌試料の乾燥が十分でない可能性があるので、試料を室温

でさらに数日乾燥させてから再測定を行う。 
 

5) データの報告 
報告書には「分析データ入力テンプレート」のシート「含水比」を印刷したものを使用す

る。 
 

                                                   
注25 乾燥後の操作は、軍手の使用など、火傷しないように注意する。また乾燥後試料をそのま

ま放置すると試料が空気中の水蒸気を吸収するので、乾燥後すみやかに秤量ビンの蓋をしてデシ

ケーター内に移す。 
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4. 炭素および窒素濃度の分析 

1) 装置 
 乾式燃焼法による分析装置（NC アナライザー、CN コーダー等） 
 電子天秤（0.1mg 単位で測定できるもの、標準試料については 0.01mg 単位で測定する

ことが望ましい） 
 

2) 方法 
使用する分析装置の操作手順にそって分析を行うが、以下の点に注意する。 

 
 炭素および窒素濃度の分析には、土壌試料および堆積有機物試料ともに分析試料用ポリビ

ン（25mL）の微粉末試料を用いる。 
 供試する試料重量（分析試料重(mg)）は、分析する試料の炭素濃度に応じて変更する。試

料重量が少ないと、測定誤差が大きくなる。試料重量は、検量線上において標準試料が示す最

大の炭素量を超えず、また、それに近いことが望まれる。炭素濃度は、堆積有機物試料ではお

およそ 300g/kg 以上、表層の土壌試料では 20-100g/kg 程度、下層土では 20g/kg 以下であるこ

とが多い。 
 静電気は電子天秤の秤量機能に障害を与えるので、試料や自分自身が帯電していないこと

を確認する。帯電していた場合は、十分に放電する。 
 分析は2連で行い、2回の分析値のばらつきが以下の精度を満たさない場合は再測定を行う。

ただし、2 連の分析は連続して行わず、2 回目の測定は検量線を作り直して行う（注26）。 
 
3) 炭素および窒素濃度の計算（注27） 

土壌試料および堆積有機物試料の炭素および窒素濃度は次式によって計算する。実際には、

「分析データ入力テンプレート」のシート「CN 分析」に上記測定の結果を入力し、自動的

に計算させる。 
 

絶乾土あたりの炭素濃度 ＝ 炭素濃度の測定値(g/kg) × 試料の水分係数 
絶乾土あたりの窒素濃度 ＝ 炭素濃度の測定値(g/kg) × 試料の水分係数 

 
 
 
 

                                                   
注26 2 回目の測定は、分析装置の調子を確認するためにも、別の日に行うことが望ましい。 
注27 炭素および窒素濃度は水分係数を乗じて、絶乾土あたりの濃度とする。水分係数のもとに

なる水分量の測定（「3. 水分量の測定（ページ C14～15）」）は炭素および窒素濃度の分析時に行

う。また、分析値の報告は g/kg 単位で行う。分析装置によっては、測定結果がパーセント表示さ

れることがあるので、十分に注意する。 
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4) 精度保証 
炭素および窒素濃度の測定結果は、「分析データ入力テンプレート」(注28) のシート「CN

分析」に入力し、自動計算、精度分析、結果のまとめを行う。その際の精度基準は以下のと

おりである。 
 
(1) 絶乾土あたりの炭素濃度 

a.  2 つの値の平均が 10g/kg 未満の場合、それら 2 つの値の差が 1.13g/kg 以下であること 
b.  2 つの値の平均が 10g/kg 以上 50g/kg 未満の場合、変動係数（標本標準偏差÷平均×100）
が 8%以下であること 

c.  2 つの値の平均が 50g/kg 以上 600g/kg 以下の場合、変動係数が 4%以下であること。 
 
(2) 絶乾土あたりの窒素濃度 

a.  2 つの値の平均が 5g/kg 未満の場合、それら 2 つの値の差が 1.41g/kg 以下であること。 
b.  2 つの値の平均が 5g/kg 以上 10g/kg 未満の場合、変動係数（標本標準偏差÷平均×100）
が 20%以下であること。 

c.  2 つの値の平均が 10g/kg 以上 30g/kg 以下の場合、変動係数が 10%以下であること。 
 

5) データの報告 
「分析データ入力テンプレート」でマクロ機能を用いて作成されたシート「CN 分析報告

書」を印刷して報告書とする。 
 

6) 参考文献 
土壌環境分析法編集委員会編、土壌環境分析法、博友社、1997 年、ISBN4-8268-0168-8 

 
 

                                                   
注28 土壌および堆積有機物の炭素濃度は通常 600g/kg を超えないので、「分析データ入力テン

プレート」では炭素濃度の計算結果が 600g/kg を超えた場合に警告が出る。警告が出されたら、

測定値の入力の間違いや機械の不調が考えられるので、確認を行い、600g/kg を超えた原因を明

らかにする。同様に窒素濃度の計算結果が 30g/kg を超えた場合にも警告が出るので、データ入力

や測定が正しく行われているか確認を行い、原因を明らかにする。 
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質問と回答 
質問 回答 

室内作業 
礫が風化していて、指で強くつぶ

すと崩れる。土壌としてどこまで

篩って良いのか判断しにくい。 

水の中において、指で潰れたり脱落したりする部分は土壌と

考える。この基準は、円筒処理による礫量評価の方法に対し、

整合性を確保することができる。 

化学性の土壌試料を乾燥する際に

石や礫を取り除くが、どの程度ま

で取り除けばよいか。 

風乾後の処理をやりやすくするために取り除くので、時間を

かける必要はない。大きな石や根を取り除き、細根の固まり

から土を分け、粘土質の固まりを細かくしておくと、土壌試

料の調製が楽になる。とくに、粘土が固結すると砕くのに腕

力が必要になる。 

試料がなかなか乾かない。 
乾燥中に毎日軽く攪拌し、湿った部分を表面に出すと 1 週間

程度で乾燥する。乾燥が悪いと、微粉砕の際に、機器に試料

が付着し、作業効率が悪くなる。 

粉砕機がない。コーヒーミルで代

用できないか。 

コーヒーミルでは代用できない。分析用の粉砕機が必要であ

る。森林総研本所・支所において短期研修として粉砕装置を

使用することは可能である。 
微粉末試料は Yanaco では 0.5mm
となっているが、0.2mm が必要

か。 

繰り返し分析のばらつきを検討し、0.5mm でも精度が出るな

らばよい。粉砕は細かい方が精度が出やすい。 

炭素および窒素濃度の分析 

試料が静電気を帯び、秤量しにく

い。また、電子天秤の値が安定し

ない。 

冬場の乾燥した室内では帯電することがある。帯電防止器具

や除電装置で改善できることがある。重量測定は、水分測定、

炭素濃度ともに、分析精度に影響する値なので、十分な注意

が必要である。 

分析は 2 回の繰り返しを連続して

行ってよいか。 

2 回目の分析は別の検量線を作り直して行う。同じ検量線で精

度が高いのは当然である。機械の調整や検量線の違いがあっ

ても保証される値が必要である。 

分析精度が確保できない。 しばらく使っていない機械は調整が必要となる。サービスエ

ンジニアを呼び点検することを勧める。 
その他 

室内分析の研修も行ってほしい。 
研修は受け入れている。ただし、県で使用している機器とは

異なる場合がある。森林総研の指導の下、短期研修として分

析することも可能である。 

支所に問い合わせても良いか。 支所も本事業の支援体制を取っているので、不明な点や相談

は支所に聞いても良い。 
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Ⅰ. 野外調査データ（野帳） 
 

1. 「野外調査データ入力システム」について 

1) 概要 
本システムでは、吸収源インベントリ土壌調査における野外調査の野帳（様式 A1～A7）

を電子化する。データの入力は、原則として 1 調査地（1 つの格子点 ID）ごとに行う。本シ

ステムは Microsoft Excel 2000 以上で稼動する。Windows Vista でも稼動するが、操作方法

が分からなければ森林総合研究所に問い合わせる。 
 

2) 作業の流れ 
網掛け部分が、本システムで行う作業範囲である（図 D1）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D1 野外調査データ入力システムの作業範囲 
 
 

3) 起動 
(1) ファイルを起動（ダブルクリッ

ク）する（注1）。 
(2) システム起動時に図 D2 のウ

ィンドウが表示された場合は、

マクロを有効にする(E)をク

リックする。 
                                                   
注1 本システムは、Microsoft Excel 2003 で作成している。また、稼動には、Microsoft Excel 2000
以上が必要である。 

 

現地調査（野帳記入、試料採取） 

システム起動 

様式 A1～A7 入力 

サンプルチェック出力 

名前をつけて保存 

調
査
地
ご
と
に
繰
り
返
し 

確認・提出 

：システム上での作業範囲 

図 D2 マクロのセキュリティ警告 
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(3) システムの画面（コード一覧）とメニュー画面が表示される（図 D3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D3 システムの画面（コード一覧）とメニュー画面 
 

4) マクロ起動時のセキュリティロック 
システム起動時に図 D4 の警告が表示される場合は、マクロのセキュリティの設定を変更

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D4 セキュリティロック（レベル最高（上）と高（下））による警告 
 

(1) メニューの[ツール(T)]→[マクロ(M)]→[セキュリティ(S)]を選択する（図 D5）。 
 
 
 
 

図 D5 マクロのセキュリティ 
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(2) セキュリティレベルを[中]に設定する（図 D6）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

5) シート構造 
シートは、図 D7 および表 D1 の構造になっている。デフォルトのシート名や行列の構成は

変更しない。シート名や行列の構成を変更すると、システムが正常に作動しなくなる。 
 
 

図 D7 入力システムのシート構造 
 

表 D1 シート一覧 
シート名 内容 備考(調査地あたりのレコード数) 

A1 様式 A1（データベース形式） （全ての調査地で入力。調査未了地は A1 のみ） 

A2 様式 A2（データベース形式） （調査地につき 1 レコード） 

A4(ライン長と傾斜角) 様式 A4（データベース形式） （東西・南北別に、ライン長と傾斜角を入力） 

A4 様式 A4（データベース形式） （東西・南北別に、枯死木の数だけ入力） 

A5 様式 A5（データベース形式） （北・東・南・西の 4 レコード） 

A7_P 様式 A7 の断面情報 
（データベース形式） 

（グレード 1 についてのみ 1 レコード） 

A7_H 様式 A7 の層位情報 
（データベース形式） 

（グレード 1 についてのみ、層位の数だけ入力） 

Check サンプルチェック一覧 
（データベース形式） 

試料一覧 

Code メニュー、コード表  

prA1 様式 A1（報告書形式） シート「A1」の内容が転記される 

prA2 様式 A2（報告書形式） シート「A2」の内容が転記される 

prA4 (南北) 様式 A4（報告書形式） シート「A4」の内容が転記される 

prA4 (東西) 様式 A4（報告書形式） シート「A4」の内容が転記される 

prA5 (1) 様式 A5（報告書形式） シート「A5」の内容が転記される 

prA5 (2) 様式 A5（報告書形式） シート「A5」の内容が転記される 

prA5 (3) 様式 A5（報告書形式） シート「A5」の内容が転記される 

prA5 (4) 様式 A5（報告書形式） シート「A5」の内容が転記される 

prA7 様式 A7（報告書形式） シート「A7_P」と「A7_H」の内容が転記される 

コメント 入力システムの概要説明  

図 D6 セキュリティレベルの設定 
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6) 操作概要 
 

 データの入力は、システムで表示される入力画面で行う。 
 入力画面にデータを入力した後、登録や様式○○完了をクリックすると、入力画面に対

応したシートに入力内容が転記される。 
 シートに入力されたデータをダブルクリックすると、そのデータについての修正画面が

起動する。この画面において、データの修正または削除を行う。 
 入力時に数値などの形式が決まっている項目については、入力時にシステムによるチェ

ックが行われる。形式が不正な場合はエラーメッセージが表示される。 
 

2. 入力画面 

1) メニュー 
メニューはシステム起動後に表示される（図 D8）。一度メニューを閉じた場合には、[Code]

シートの ボタン、もしくは[Ctrl]+M でもメニューを呼び出すことができる。 
メニューにおいて、システムの作業内容（各様式へのデータ入力、サンプルチェック、保

存）を選択する。各入力画面からは、メニューへボタンをクリックすることで、メニューを

呼び出すことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D8 メニュー画面 

 

2) 様式 A1 調査実施状況確認票 
 

 各項目を入力し、様式 A1 完了をクリックする（図 D9）。 
 調査未了の理由は、調査実施状況で[未了]を選択した場合にのみ入力できるようになる。 
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図 D9 調査実施状況確認票（様式 A1）のデータ入力画面 
 

3) 様式 A2 土壌調査位置見取り図 
 

 各項目を入力し、様式 A2 完了をクリックする（図 D10）。 
 調査を行わなかった場合は、

該当する調査地点の[取り消

し]にチェックを入れ、「移動

または取り消しの理由」の項

目にその理由を記載する。 
 
 
 
 
 
 
 

図 D10 土壌調査位置見取り図（様式 A2）のデータ入力画面 

調査実施状況において[未了]を
選択した場合にのみ入力可能に

なる。

入力中の値を全て空欄に

する場合にクリックする。

当該様式における入力が

終了したらクリックする。 
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4) 様式 A4 枯死木調査票 
 

 各調査地について、まず南北ラインのライン長と傾斜角（もしくは水平距離）を 1 ライ

ンずつ登録する（図 D11-12）（注2、注3）。 
 南北ラインの枯死木情報を一本ずつ登録する。枯死木がない場合は、[枯死木なし]をチェ

ックし、登録をクリックする（注4）。 
  [東西]をチェックして、東西ラインのライン長と傾斜角を入力する。 
 東西ラインの枯死木情報を一本ずつ登録する。枯死木がない場合は、[枯死木なし]をチェ

ックし、登録をクリックする。 
 すべてのライン長と傾斜角、枯死木の登録が終了したら、様式 A4 完了をクリックする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D11 枯死木調査票（様式 A4）のデータ入力手順 

                                                   
注2 南北ライン（東西ライン）は、たいてい複数に分割されて記録されているので、分割された

1 本 1 本のラインについて、ライン長と傾斜角（もしくは水平距離）を入力する。 
注3 シートにデータが転記されるのは登録をクリックしたときのみである。様式 A4 完了をクリ

ックしても、シートへの転記は行われない。 
注4 枯死木がない場合は、「枯死木なし」というデータを登録することになる。 

南北ライン 東西ライン 

枯死木１ 

枯死木２ 

･･･ 

登録 

登録 

[東西]をチェック

様式 A4 完了 

枯死木なしor 

ライン長と傾斜角１ 

ライン長と傾斜角２ 

･･･ 

登録 

登録 

登録 

【
ラ
イ
ン
長
と
傾
斜
角
】

登録 

【
枯
死
木
】

ライン長と傾斜角１

ライン長と傾斜角２

登録 

登録 

･･･ 

登録 

枯死木１ 

登録 

枯死木２ 

登録 

･･･ 

登録 
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図 D12 枯死木調査票（様式 A4）のデータ入力画面 
 

5) 様式 A5 炭素蓄積量調査票 
 

 調査地について、まず位置記号「N」

の情報を入力する（図 D13-14）。 
 次の位置へをクリックし、位置記号

「E」の情報を入力する。 
 同様に、位置記号「S」と「W」に

ついても情報の入力を行う。 
 調査を行っていない場合は、[未調

査]にチェックを入れて 次の位置へ

をクリックする（注5）。 
 NESW 全ての位置を入力したら、様

式 A5 完了をクリックする（注6）。 
 
 
                                                   
注5 入力内容がシートに転記されるのは、次の位置へをクリックしたときのみである。 
注6 NESW を入力すると、様式 A5 完了をクリックできるようになる。 

同じ調査地で、南北・東西の両ラインの情報が

登録された場合にのみクリック可能になる。 

次の位置へ

次の位置へ

次の位置へ

様式 A5 完了 

位置 N 情報入力

位置 E 情報入力

位置 S 情報入力 

位置 W 情報入力

位置 N 未調査 or 

位置 E 未調査 or 

位置 S 未調査 or 

位置 W 未調査 or 

グレード 1→様式 A7 へ、グレード 2→終了

次の位置へ 

分解度は 0～5 の整数で入力する（タケの場合は 0～2）。

同一調査地、同一ラインにおける

枯死木の登録本数が表示される。

枯死木が存在しない場合は、ここに 
チェックを入れて、登録をクリックする。 

枯死木を一本ずつ入力

する度にクリックする。

図 D13 炭素蓄積量調査票（様式 A5）のデータ入力手順

ラインを一本ずつ入力

する度にクリックする。

下図に示すライン長と傾斜角を入力する。

傾斜角 
 
南                 北

   ライン長    ライン長 

ライン長と傾斜角を入力すると自動で計

算される。直接入力することもできる。
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図 D14 炭素蓄積量調査票（様式 A5）のデータ入力画面 
 

堆積有機物層で試料を採取した場合は、【調査結果】において、T、L、F、H の該当する試

料欄にチェックを入れる（図 D15）。また、【層位情報】においても、各層位（0-5cm、5-15cm、

15-30cm）で炭素分析用試料（化学性試料）を採取した場合は[化]に、容積重試料（物理性試

料）を採取した場合は[物]にチェックを入れる。[物]にチェックを入れた場合は、採取形態（[円]
（円筒試料）か[直]（直方体試料））を選択する。 

 
 
 
 
 
 

図 D15 試料採取の状況入力 

調査を行わなかった場合は、

ここにチェックを入れる。 

▼がついている項目は、

プルダウンから選択する。

同じ調査地で、NESW の情報が全て入力

された場合にのみクリック可能となる。 
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6) 様式 A7 代表土壌断面調査票｢断面情報｣ 
様式 A7 は、断面情報（一般情報）と層位情報（詳細情報）に分けられる。これらの断面

情報と層位情報は別々の入力画面（図 D17-18）で入力を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D16 代表土壌断面調査票（様式 A7）のデータ入力手順 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D17 代表土壌断面調査票[断面情報]（様式 A7 前半）のデータ入力画面 

層位情報入力へ 

次の層位へ 

様式 A7 完了 

断面情報入力

層位 1 番目入力

層位 2 番目入力

層位 X 番目入力

層位情報入力

次の層位へ 

次の層位へ 

様式 A7[断面情報]のデータ入力画面 

様式 A7[層位情報]のデータ入力画面 

クリックすると、入力した内容がシート「A7_P」
に転記され、層位情報の入力画面が起動する。 
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7) 様式 A7 代表土壌断面調査票｢層位情報｣ 
 

 層位ごとにデータを入力し、次の層位へをクリックする（図 D18）。次の層位へをクリ

ックすると入力データがシートに転記される。 
 背景が水色の項目（層界の形状・推移など）は、入力支援の項目である。これらの項目

にデータを入力すると、関連する項目（背景が黄色の項目）の内容が自動的に作成される。

実際にシートに転記されるのは、背景が黄色もしくは白色の項目である。 
 石礫・構造・根は、1 つの層位で複数の記載を入力できる。たとえば、石礫においては、

「腐朽角礫小 10%」、「半腐朽円礫中 20%」、「未風化半角礫大 30%」の 3 つの記載を 1 つ

のデータとして入力することができる。複数の記載を入力する場合は、1 つの記載を入力

した後に[追加]をクリックし、次の記載を入力する。 
 1 つの層位を上下 2 つに分割して試料を採取した場合は、試料数を[2]とする。試料を採

取しなかった場合は、試料数を[未採取]とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D18 代表土壌断面調査票[層位情報]（様式 A7 後半）のデータ入力画面 
 
 

 

同じ調査地において、これまでに
入力した層位の数が表示される。
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(1) 層深 
鉱質土層の最上端を 0cm とし、堆積有機物層では当該層位の上端の高さ（負の値、cm）

を、鉱質土層では当該層位の下端の深さ（正の値、cm）を入力する（図 D19）。当該層位の

下端（もしくは上端）の層界が波状の場合は、最も浅い部分（最小）と最も深い部分（最大）

の両方の層深を入力する（図 D19）。層界が一定の場合は、最小の項目にのみ値を入力する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D19 層深データの入力 
 
(2) 層界 

当該層位とその下側の層

位との境界について入力を

行う（図 D20）。境界の形

状と推移をそれぞれプルダ

ウンから選択する。 
 
 
 

図 D20 層界データの入力 
(3) 土色 

色相、明度、彩度をそれぞれプルダウンから選択する（図 D21）。全ての項目が選択される

と、土色（たとえば、7.5YR3/4 など）が表示される。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D21 土色データの入力 

土色は「[色相][明度]／[彩度]」で表現される。 

層界は「[形状]・[推移]」で表現される。

入力値が 1 つのみの
場合、入力した値がそ
のまま表示される。 

入力値が 2 つの場合、
その中間値が表示さ
れる。 

最も深い部分

最も浅い部分  
 

 
A 層

B 層

B層の下端の層界が波状の場合
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(4) 石礫 
まず、層位の全石礫率を単独

のデータとして入力する（図

D22）。続いて、その内訳を入力

する。風化、形状、大きさをプ

ルダウンから選択し、量(%)を
入力すると、石礫の内容が表示

される。 
複数の記載を入力する場合

は、1 つの記載を入力した後に

追加をクリックし、次の記載

（風化、形状、大きさ、量(%)）
を入力する。追加された記載は、

順次下側に表示される。最終的

に、単独データである石礫率と、

複数記載の量(%)の合計が同じ

にならなければならない。 
図 D22 石礫データの入力 

(5) 土性 
土性をプルダウンから選択する（図 D23）。 

 
 
 
 

図 D23 土性データの入力 
 
(6) 構造 

種類と発達程度をプルダウンから選

択する（図 D24）。石礫同様、追加をク

リックすることで複数の記載を入力す

ることができる。 
                                          

D24 構造データの入力 
(7) 堅密度 

堅密度をプルダウンから選択する（図 D25）。山中式土壌

硬度計で測定した場合は、「森林土壌インベントリ方法書 

(1) 野外調査法」の「A. Ⅱ. インベントリ土壌調査 －実

施編－」の「10. 2）様式記載要領（ページ A-63）」に従う。 

追加をクリックする
と、複数の記載を入力
することができる。 

図 D25 堅密度データの入力 

追加をクリックする
と、複数の記載を入力
することができる。 

層位の全石礫率を単

独で入力する。 

最終的に、石礫率(%)と、
複数記載における量(%)
の合計が同じになる。 
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(8) 水湿 
水湿状態をプルダウンから選択する（図 D26）。 

 
(9) 根 

種類において、[草本]や[腐朽]を選択した場合は、その量をプルダウンから選択する（図

D27）。[木本]を選択した場合は、量に加えて、大きさも選択する。石礫や構造同様、追加を

クリックすることで複数の記載を入力することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D27 根データの入力 
 
(10) 試料 

1 つの層位から採取した試料数を選択する。1 つの層位を上下に分割して試料を採取した場

合には、試料数を[2]とする（図 D28）。 
指定した試料数だけ、土壌試料（化学性試料）を示す[化]の項目にチェックが入る。容積重

試料（物理性試料）を採取した場合は、[物]の項目にチェックを入れ、その採取形態（[円]（円

筒試料）もしくは[直]（直方体試料））を選択する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D28 試料データの入力 

種類において[草本]もしく
は[腐朽]を選択した場合は、
量のみ入力する。

追加をクリックする
と、複数の記載を入力
することができる。 

種類において

[木本]を選択

した場合は、

量に加えて、

大きさも選択

する。 

容積重試料（物理性試料）を採取した場合は、[物]の項

目にもチェックを入れ、その採取形態（[円]（円筒試料）

もしくは[直]（直方体試料）を選択する。 

当該層位から採取した試料数を選択

図 D26 水湿データの入力 
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8) サンプルチェック出力 
 

 メニューのサンプルチェック出力をクリックする（図 D29）（注7）。 
 シート「Check」に、採取した試料の一覧が表示される。 
 管理 ID は、試料 ID の末尾に堆積有機物・化学性なら「C」、物理性の円筒なら「P」、

物理性の直方体なら「V」を加えた 10 桁となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D29 サンプルチェック出力の結果 
 

 試料 ID は、[調査地（格子点 ID）] + [位置記号] + [層位番号]の 9 桁で表示される。層位

番号は表 D2 のとおり。 
表 D2 各層位の層位番号 

種類 層位 層位番号 
T 01 
L 02 
F 03 

堆積有機物 

H 04 
0－5cm 11 
5－15cm 12 土壌炭素蓄積量 
15－30cm 13 

代表土壌断面 
試料を採取した層位の浅い方から「21」を始まり

とする連番を振る。1 つの層位で 2 つの試料を採取

した場合は、それぞれ別の層位番号が振られる。 
21、22、23･･･ 

 

                                                   
注7 サンプルチェック出力時に、シート「A7_H」が[調査地]順、[層深]順に並べ替えられる。こ

れは後述する層位番号を適切に与えるためである。 
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9) 名前をつけて保存 
 

 メニューの名前をつけて保存をクリックする。 
 既定のファイル名は、「[調査地(6 桁の数字)].xls」とする（図 D30）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. データの修正 

1) 修正画面 
シート上のデータをダブルクリ

ックすると、その行が選択状態とな

り、修正画面が起動する（図 D31）。
修正画面では、登録や様式○○完了

の部分が修正となり、削除ボタンが

追加される。修正データを各項目に

入力して修正をクリックするとシ

ート上のデータが修正される。修正

画面に表示されているデータをシ

ートから削除する場合は、削除をク

リックする。 
 

2) 不正なデータ 
不正なデータが存在した場合（プルダウンに存在しな

いデータをシートに直接入力した場合など）、データを

ダブルクリックすると図 D32 の警告が表示される。 
 

4. データの報告 
本システムを用いて整理されたデータは、電子データと印刷物の両方で提出する。提出方

法は「Ⅳ. 成果の報告」に従う。 

図 D30 野外調査データ入力システムのファイルの保存 

図 D31 修正画面（土壌調査位置見取り図（様式 A2））

図 D32 不正データの警告 
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Ⅱ. 野外調査データ（写真） 
 

1. 「蔵衛門御用達 ver.7」について 
「蔵衛門御用達 ver.7」は工事写真管理ソフトである。このソフトを用いて、野外調査で得

られた写真ファイルをまとめ、アルバムファイルを作成する。アルバムファイルは、各様式

（様式 A3、A6、A8(グレード 1 のみ)）につき 1 つ作成し、電子データとして提出する。 
 

2. 写真ファイルの準備 
提出する写真ファイル（アルバムに組み込む写真ファイル）のファイル名を表 D3 にそっ

て付け替える。 
表 D3 写真のファイル名 

様式 内容 ファイル名 
格子点 ID 

「000000」の例

調査地林相写真（中心点より北方向） [格子点 ID]+”CN” 000000CN 

調査地林相写真（中心点より東方向） [格子点 ID]+”CE” 000000CE 

調査地林相写真（中心点より南方向） [格子点 ID]+”CS” 000000CS 
A3 

調査地林相写真（中心点より西方向） [格子点 ID]+”CW” 000000CW 

地点 N における炭素蓄積量調査工程写真（堆積有機物の堆積状況） [格子点 ID]+”N1” 000000N1 

地点 N における炭素蓄積量調査工程写真（土壌断面） [格子点 ID]+”N2” 000000N2 

地点 E における炭素蓄積量調査工程写真（堆積有機物の堆積状況） [格子点 ID]+”E1” 000000E1 

地点 E における炭素蓄積量調査工程写真（土壌断面） [格子点 ID]+”E2” 000000E2 

地点 S における炭素蓄積量調査工程写真（堆積有機物の堆積状況） [格子点 ID]+”S1” 000000S1 

地点 S における炭素蓄積量調査工程写真（土壌断面） [格子点 ID]+”S2” 000000S2 

地点 W における炭素蓄積量調査工程写真（堆積有機物の堆積状況） [格子点 ID]+”W1” 000000W1 

A6 

地点 W における炭素蓄積量調査工程写真（土壌断面） [格子点 ID]+”W2” 000000W2 

代表土壌断面林相写真（土壌断面） [格子点 ID]+”RS” 000000RS 
A8 

代表土壌断面林相写真（土壌断面を含む林相写真） [格子点 ID]+”RF1” 000000RF1 
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3. 雛形ファイルのコピー 
アルバムファイルの作成は、雛形ファイル（表 D4）の内容を変更する形で行う。したがっ

て、新規フォルダを作成し、該当する様式の雛形ファイルをコピーする。雛形ファイルは上

書きされないので、2 回目以降は以下の「4. 1) 工事情報の設定と選択」から始める。 
表 D4 アルバムファイルのファイル名 

様式 雛形ファイル 提出ファイル 

A3 000000 様式 A3.abm [格子点 ID]＋”様式 A3”.abm 

A6 000000 様式 A6.abm [格子点 ID]＋”様式 A6”.abm 

A8 000000 様式 A8.abm [格子点 ID]＋”様式 A8”.abm 

 

4. 蔵衛門御用達 ver.7 の操作 
ここからの操作は、いずれの様式（様式 A3、A6、A8(グレード 1 のみ)）についても同じ

である。そこで、以下では、様式 A3 についての操作方法を示す。 

1) 工事情報の設定と選択 
蔵衛門御用達 ver.7 を起動させると、初めて起動させた場合のみ、ウィンドウ「情報」が

表示される。OK をクリックすると、基準案選択ウィンドウ（図 D33）が表示される。ここ

で、項目「一般建築工事」を選択し、画面右下の をクリックすると、工事情報の入力ウィ

ンドウ（図 D34）が表示される。各項目に任意の情報を入力し、ウィンドウ右下の をクリ

ックすると、本棚フォルダの選択ウィンドウが表示される（注8）。本棚を作成するフォルダ

を選択し、ウィンドウ右下の をクリックすると、工事情報の設定完了ウィンドウが表示さ

れる。ウィンドウ右下の完了をクリックすると、ウィンドウ「工事一覧（図 D35）」が表示

される。ここで、該当する工事内容を選択し、ウィンドウ右下の終了をクリックすると、ウ

ィンドウ「写真整理ツール（図 D36）」と本棚ウィンドウ（図 D37）が表示される。2 回目以

降に蔵衛門御用達 ver.7 を起動させた場合は、工事情報を入力しなくとも、ウィンドウ「写

真整理ツール」と本棚ウィンドウが表示される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D33 基準案選択ウィンドウ 
                                                   
注8 工事情報自体はアルバムファイルの作成に反映されない。したがって、各担当者が任意の工

事情報を入力しても構わない。 

一般建築工事を選択し、

右下の をクリックする 
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図 D34 工事情報の入力ウィンドウ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D35 ウィンドウ「工事一覧」 
 

さらに、ウィンドウ「写真整理ツール（図 D36）」の【写真整理情報】から該当する工事情

報を選択し、ウィンドウ右下の終了をクリックすると、工事情報が設定される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 D37 本棚ウィンドウ 

工事情報を入力する 

工事内容を選択する 

終了をクリックすると

工事情報が登録される 

図 D36 ウィンドウ「写真整理ツール」

工事情報を選択する 

終了をクリックし、

工事情報を設定する
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2) 雛形ファイルの読み込み 
本棚中央で右クリックすると、ウィンドウ「本棚の操作（図 D38）」が表示される。ウィン

ドウ「本棚の操作」の左側のアイコンアルバムファイルを読み込みをクリックすると、選択

項目 [アルバムファイルを読み込

み．．．]が表示されるので選択する。ウ

ィンドウ「アルバムファイルの選択

（図 D39）」が表示されるので、項目

「ドライブ」および「現在のフォルダ」

において、雛形ファイルの存在するド

ライブおよびフォルダを選択すると、

当該ドライブおよびフォルダに含ま

れるアルバムファイル（雛型ファイル

を含む）のリストが表示される。その

リストから「000000 様式 A3.abm」を

選択し、OK をクリックすると、アル

バムファイルが本棚に表示される（図

D40）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D39 ウィンドウ「アルバムファイルの選択」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D40 本棚ウィンドウに表示されたアルバムファイル 

図 D38 ウィンドウ「本棚の操作」 

アイコン本棚の入力 

アルバムファイルを

選択する 

OK をクリックすると

アルバムファイルが読

み込まれる 

アルバムファイル



 D-24

3) アルバムのタイトル変更 
本棚ウィンドウのアルバム上で右クリックすると、ウィンドウ「『000000 様式 A3（アルバ

ムのタイトル）』の操作（図 D41）」が表示される。ウィンドウ中央上のアイコン各種設定を

クリックすると、複数の選択項目が表示されるので、その中から[アルバムの設定．．．]を選択

する。ウィンドウ「アルバムの設定（図 D42）」が表示されるので、【表示 1】のタブを選択

し、項目「アルバムの名前(127 文字まで)」に、格子点 ID＋様式（たとえば、「000000 様式

A3」）を入力する。OK をクリックすると、本棚ウィンドウに表示されるアルバムのタイトル

が変更される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D41 ウィンドウ「『000000 様式 A3（アルバムのタイトル）』の操作」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D42 ウィンドウ「アルバムの設定」 
 
 
 

 
 

アイコン各種設定 

アルバム名を入力する 

OK をクリックし、 
アルバム名の変更を確定させる 
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4) アルバムへの写真ファイルの追加 
本棚ウィンドウの当該アルバムをクリックすると、アルバムウィンドウが開かれ、表紙が

表示される（図 D43）。表紙をクリックすると、アルバムの 1-2 ページが開かれる（図 D44）。
ここで、アルバムウィンドウ右上の表示切替アイコン（左から 3 番目のアイコン）をクリッ

クすると、各写真の説明が表示される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D43 アルバムウィンドウに表示されたアルバム表紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D44 アルバムウィンドウに表示されたアルバムの 1-2 ページ 
 

アルバムに組み込む写真ファイルが入っているフォルダを開く。フォルダから該当するフ

ァイルをドラッグし、アルバムウィンドウの写真の上にドロップする（図 D45）。たとえば、

中心点から北方向の林相写真ファイル「000000CN.jpg」をドラッグし、アルバムウィンドウ

左上の「調査地林相写真 中心点より北方向」の写真の上にドロップする。元の写真が 1 つ

ずつ後にずれるので、該当する文章のフレームをドラッグし、当該写真の文章フレームにド

ロップする。 

表示切替アイコン
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図 D45 アルバムへの写真ファイルの追加 
 

5) アルバムの写真ファイルの削除 
アルバムから削除したい写真（たと

えば、雛形ファイルに元々含まれてい

た写真ファイル）の上で右クリックす

ると、ウィンドウ「『999999CN（削

除したい写真の画像ファイル名）』の

操作（図 D46）」が表示される。ウィ

ンドウ下のアイコンごみ箱に捨てる

をクリックすると、選択項目が表示さ

れるので、その中から[画像を削除]を
選択する。ウィンドウ「確認（図 D47）」
が表示されるので、はい(Y)をクリッ

クする。 

ドラッグ・ドロップ 

ドラッグ・ドロップ 

図 D46 ウィンドウ「『999999CN（元の写真の

画像ファイル名）』の操作」 

アイコンごみ箱に捨てる 
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図 D47 ウィンドウ「確認」 
 

以上で示した「4) アルバムへの写真ファイルの追加」と「5) アルバムの写真ファイルの

削除」の一連の操作を繰り返し、アルバムを作成する（注9）。 
 

6) ファイルの保存 
本棚ウィンドウのアルバムを右クリックすると、ウィンドウ「『000000 様式 A3』の操作（図

D48）」が表示される。ウィンドウ右側のアイコンアルバムファイルを保存をクリックすると、

項目[アルバムファイルを保存．．．]が表示されるので、その項目を選択する。ウィンドウ「確

認（図 D49）」が表示されるので、はい(Y)をクリックする。ウィンドウ「アルバムファイル

を保存（図 D50）」が表示されるので、ファイル名（表 D4 を参照）と保存先を指定し、OK
をクリックする（注10）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D48 ウィンドウ「『000000 様式 A3』の操作」 
 
 
                                                   
注9 指定の写真以外でも、参考となる写真を適宜追加する。たとえば、ストロボの ON、OFF
による違い、露出の異なるもの、断面の部分拡大、他の角度からの林相写真、調査できない状況

を示す写真等を追加する。その際、文章フレームに写真の内容を記載する。 
注10 蔵衛門御用達 ver.7 の各ウィンドウでは、ファイル内の構成を行っているのみで、それら

の構成がアルバムファイルに反映されているわけではない。したがって、アルバムの作成終了時

に、アルバムファイルを保存する必要がある。また、本棚が作成されているフォルダをコピーし

てもアルバムファイルは保存されない。加えて、上記保存作業を誤っても、作業したパソコンか

らはアルバムが見えるが、これは一時的な作業ファイルを参照しているだけなので、保存作業後

は提出用のアルバムファイルをしっかり確認する。 

アイコンアルバムファイルを保存
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図 D49 ウィンドウ「確認」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D50 ウィンドウ「アルバムファイルを保存」 
 

7) BOX 機能の使用禁止 
蔵衛門御用達 ver.7 には、複数のアルバムをまとめて「BOX（図 D51）」として扱う機能が

ある。しかし、アルバムファイルの保存では、BOX 単位での保存を行わない。BOX 単位で

保存したファイルは、受け取り側でのアクセスが制限される。したがって、報告においては、

上記「6) ファイルの保存」にそって個別に保存したアルバムファイルを提出する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D51 本棚ウィンドウに表示された「BOX」 
 

5. データの報告 
アルバムファイルは、電子データとして提出する。提出方法は「Ⅳ. 成果の報告」に従う。 

ファイル名、保存先を入力して、保存をクリックする 

「BOX」
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Ⅲ. 試料分析データ 
 

1. 「分析データ入力テンプレート」について  
調査マニュアル「C-Ⅰ. 室内作業」と「C-Ⅱ. 炭素および窒素濃度の分析」で得られたデー

タは、「分析データ入力テンプレート」に入力する。テンプレートは、Microsoft Excel ファ

イルにデータの自動計算、精度分析、報告書作成を行う機能が搭載されたものである。これ

らの機能は、OS（Windows、Macintosh など）に関わらず、Microsoft Excel 2000 以降のバ

ージョンで使用できる（それ以前のバージョンでも使用できる場合がある）。Windows Vista
でも使用できるが、操作方法が分からなければ森林総合研究所に問い合わせる。 
一連の操作方法の概要は、次ページの「2. 早わかり操作手順」に示す。また、「2. 早わか

り操作手順」の後に、詳細な操作方法を示す。 
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2. 早わかり操作手順 
操作途中でエラーメッセージや確認メッセージ（「14. エラーメッセージと確認メッセージ（ペ

ージ D-42～43）」）が表示されることがあるが、その都度、内容を確認し、対応する。また、プロ

グラムは何度でも実行できるので、データの更新、追加を行う場合でも同じファイルを使用する

ことができる。不明な点は、森林総合研究所に問い合わせる。 

 

1) ファイルのオープン 
テンプレートファイルを開く。開く際に、マクロを有効にする（「3. プログラムの起動（ペ

ージ D32～33）」）。 
 

2) 試料 ID 
(1) シート「試料 ID」を選択する。 
(2) 格子点 ID と層位数のデータを半角英数で入力する。 
(3) メニューバーに新しく追加された[土壌調査]から[試料 ID]、[試料 ID 作成]の順に選択する。 
(4) シート「試料 ID」において、項目「備考」の右側に試料 ID が作成される。 

 

3) 堆積有機物 
(1) シート「堆積有機物」を選択する。 
(2) メニュー [土壌調査]から[堆積有機物]、[試料 ID インポート]の順に選択する。 
(3) シート「試料 ID」で作成した試料 ID がシート「堆積有機物」の項目「試料 ID」にインポート

される。 

(4) 各シートの所定の項目（セルの色をペールブルーで表示）にデータを半角英数で入力する。 
(5) メニュー [土壌調査]から[堆積有機物]、[自動計算]の順に選択する。 
(6) シート「堆積有機物」において、項目「試料乾燥重(g)」の「合計」が算出される。 

 

4) 容積重 
(1) シート「容積重」を選択する。 
(2) 「3) 堆積有機物」同様、試料 ID をインポートし、データを入力する。 
(3) メニュー [土壌調査]から[容積重]、[自動計算]の順に選択する。 
(4) シート「容積重」において、項目「採取試料(全体)」の「試料重」、「根重量」、「礫重量」および

「容積重(Mg/m3)」が算出される。 

 

5) 含水比 
(1) シート「含水比」を選択する。 
(2) 「3) 堆積有機物」同様、試料 ID をインポートし、データを入力する。 
(3) メニュー [土壌調査]から[含水比]、[自動計算]の順に選択する。 
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(4) シート「含水比」において、項目「絶乾前の重量(g)」の「風乾試料重」、「絶乾後の重量(g)」の

「絶乾試料重」、「含水比(kg/kg)」、「水分係数(風乾土/絶乾土)」が算出される。 

 

6) CN 分析 
(1) シート「CN 分析」を選択する。 
(2) 「3) 堆積有機物」同様、試料 ID をインポートし、データを入力する。 
(3) メニュー [土壌調査]から[CN 分析]、[含水比インポート]の順に選択する。 
(4) シート「含水比」で作成した含水比のデータがシート「CN 分析」の項目「含水比(kg/kg)」にイ

ンポートされる。 

(5) メニュー [土壌調査]から[CN 分析]、[自動計算]の順に選択する。 
(6) シート「CN 分析」において、項目「絶乾土あたり」の「炭素濃度(g/kg)」、「窒素濃度(g/kg)」、「C/N」

が算出される。 

(7) メニュー [土壌調査]から[CN 分析]、[精度分析]の順に選択する。 
(8) 新しいシート「CN 分析精度管理」が作成される。 
(9) シート「CN 分析精度管理」において CN 分析の精度が満たされていなければ、再分析を行い、

上記(2)～(8)の操作を繰り返す。その際、下記 a～d の操作によって、再分析の試料 ID をシート

「CN 分析」にインポートできる。 
a. メニュー [土壌調査]から[CN 分析]、[再分析試料 ID 作成]の順に選択する。 
b. 新しいシート「再分析試料 ID」が作成される。 
c. メニュー [土壌調査]から[CN 分析]、[再分析試料 ID インポート]の順に選択する。 
d. シート「再分析試料 ID」で作成した試料 ID がシート「CN 分析」の項目「試料 ID」にイ

ンポートされる。 

(10) メニュー [土壌調査]から[CN 分析]、[報告書作成]の順に選択する。 
(11) 新しいシート「CN 分析報告書」が作成される（これら(10)、(11)の操作は、CN 分析の精度が

不足していても可能）。 

 

7) 報告書の印刷 
所定の様式（「12. 報告書の印刷（ページ D42～43）」）で、シート「堆積有機物」、「容積重」、

「CN 分析報告書」を印刷する 
 

8) ファイルのクローズ 
ファイル名（「11. ファイルの保存（ページ D42）」）を付けてテンプレートファイルを保存

する。ファイルを閉じる。 
 

これらのテンプレートファイル、報告書を提出する。初めてテンプレートを扱う場合は、

見本テンプレートで操作の確認を行うことを薦める。 
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3. プログラムの起動 

1) 起動 
(1) ファイルを起動（ダブルクリッ

ク）する（注11）。 
(2) システム起動時に図 D52 のウ

ィンドウが表示された場合は、

マクロを有効にする(E)をクリ

ックする。 
 

2) マクロ起動時のセキュリティロック 
システム起動時に図 D53 の警告が表示される場合は、マクロのセキュリティの設定を変更

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D53 セキュリティロック（レベル最高（上）と高（下））による警告 
 

(1) メニューの[ツール(T)]、[マクロ(M)]、[セキュリティ(S)]の順に選択する（図 D54）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D54 マクロのセキュリティ 
 
                                                   
注11 本システムは、Microsoft Excel 2003 で作成している。また、稼動には、Microsoft Excel 
2000 以上が必要である。 

図D52 マクロのセキュリティ警告 



 D-33

(2) セキュリティレベルを[中]に設定し、OK ボタンを押す（図 D55）。再度、ファイルを開き直

すと図 D52 のウィンドウが表示される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D55 セキュリティレベルの設定 
 

4. テンプレートの内容 
テンプレートは、5 つのシート「試料 ID」、「堆積有機物」、「容積重」、「含水比」、「CN 分

析」から構成されている（図 D56）。プログラムは、シート名で作業領域を認識するため、シ

ート名は変更しないようにする。また、メニューバー右上に[土壌調査]という項目が追加され、

その中にシート名に対応した処理項目が表示される（図 D56）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D56 シート構造とメニュー[土壌調査] 
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5. 試料 ID の作成およびインポート 
シート「試料 ID」において、格子点 ID から試料 ID を作成することができる。ここで作

成した試料 ID は、4 つのシート「堆積有機物」、「容積重」、「含水比」、「CN 分析」の項目「試

料 ID」にインポート（コピー）することができる。 
 

1) 試料 ID の作成 
処理項目[試料 ID]の[試料 ID 作成]をクリックすると、シート「試料 ID」のセルの色がペ

ールブルーの項目にデータが入力されている場合に（注12）、試料 ID を作成することができ

る（図 D57）。試料 ID の作成は何度でも行うことができる。 
 
 
 
 
 
 
 

図 D57 処理項目[試料 ID 作成] 
 

また、作成された試料 ID の項目「試料 ID」の末尾に、CN 分析の標準試料の試料 ID（9
桁でない文字列）を入力することで、これらの試料 ID もインポートできるようになる（図

D58）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D58 標準試料の試料 ID の追加 

                                                   
注12 層位が存在しない場合は、層位数に「0（ゼロ）」を入力する。 
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2) 試料 ID のインポート 
メニューバー右上の[土壌調査]をクリックすると、それぞれのシート名が処理項目として表

示される。さらに、それぞれのシート名をクリックすると、[試料 ID インポート]という処理

項目が表示される（図 D59）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D59 処理項目[試料 ID インポート] 
 

処理項目[試料 ID インポート]をクリックすると、以下に示す規則にそって、シート「試料

ID」で作成した試料 ID をシート「堆積有機物」、「容積重」、「含水比」、「CN 分析」にインポ

ートすることができる。 
 
(1) 処理項目[堆積有機物]の[試料 ID インポート] 

シート「堆積有機物」の項目「試料 ID」に、シート「試料 ID」で作成された試料 ID がイ

ンポートされる。既に入力済みの試料 ID と標準試料の試料 ID はインポートされない。 
 
(2) 処理項目[容積重]の[試料 ID インポート] 

シート「容積重」の項目「試料 ID」に、シート「試料 ID」で作成された試料 ID がインポ

ートされる。既に入力済みの試料 ID と標準試料の試料 ID はインポートされない。 
 
(3) 処理項目[含水比]の[試料 ID インポート] 

シート「含水比」の項目「試料 ID」に、シート「試料 ID」で作成された試料 ID がインポ

ートされる。既に入力済みの試料 ID はインポートされない。 
 
(4) 処理項目[CN 分析]の[試料 ID インポート] 

シート「CN 分析」の項目「試料 ID」に、シート「試料 ID」で作成された試料 ID がイン

ポートされる。作成されたすべての試料 ID を重複に関係なく、何度でもインポートできる。 
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6. データ入力 
本テンプレートは、通常の Microsoft Excel ファイルとしてデータを入力できる。ただし、

「元に戻す（図 D60）」ことができないので、注意する。 
 
 
 
 
 
 

図 D60 メニュー[元に戻す]の制限 
 

4 つのシート「堆積有機物」、「容積重」、「含水比」、「CN 分析」について、データの入力も

しくは計算を行う。データの入力もしくは計算が必須な項目（提出が必須な項目）は、項目

名が下線付きの太字で示されている（図 D61）。試料 ID を自ら入力する場合には、項目「試

料 ID」に半角英数で入力しなければならない。セルの色がペールブルーの項目（図 D62）に

データが入力されていれば、セルの色が薄い黄の項目について自動計算を行うことができる。

自動計算を行わない場合には、自ら計算した値を必須項目に入力するだけで構わない。項目

「分析 No.」をはじめ、セルの色が薄い緑の項目には、任意の内容を入力する。セルの色が

灰色の項目には何も入力しない。 
加えて、シート「含水比」の項目「含水比(kg/kg)」にデータが入力もしくは計算されてい

れば、シート「CN 分析」の項目「含水比(kg/kg)」に値をインポートすることができる。処

理項目[CN 分析]の[含水比インポート]をクリックすると（図 D63）、含水比のインポートが

行われる。 
 
 
 
 
 
 

図 D61 必須のデータ項目（シート「CN 分析」） 
 
 
 
 
 
 

図 D62 自動計算に必要なデータ項目（シート「CN 分析」） 
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図 D63 処理項目[含水比インポート] 
 

7. 自動計算 
メニューバー右上の[土壌調査]をクリックすると、それぞれのシート名が処理項目として表

示される。さらに、それぞれのシート名をクリックすると、[自動計算]という処理項目が表示

される（図 D64）。 
 
 
 
 
 
 

図 D64 処理項目[自動計算] 
 

処理項目[自動計算]をクリックすると、以下に示す条件を満たしている場合に、自動計算を

行うことができる（注13）。加えて、自動計算と同時に、異常値の検出が行われる。異常値は、

セルの色がベージュで表示され、項目「異常値」にその内容が表示される（図 D65）。 
 
(1) 処理項目[堆積有機物]の[自動計算] 

 条件：シート「堆積有機物」のセルの色がペールブルーの項目にデータが入力されている。 
 自動計算：シート「堆積有機物」のセルの色が薄い黄の項目が計算される。 

 
(2) 処理項目[容積重]の[自動計算] 

 条件：シート「容積重」のセルの色がペールブルーの項目にデータが入力されている。 
 自動計算：シート「容積重」のセルの色が薄い黄の項目が計算される。 

 
(3) 処理項目[含水比]の[自動計算] 

 条件：シート「含水比」のセルの色がペールブルーの項目にデータが入力されている。 
 自動計算：シート「含水比」のセルの色が薄い黄の項目が計算される。 

 
                                                   
注13 条件を満たしていない場合には、エラーメッセージが表示され、自動計算が行われない。 
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(4) 処理項目[CN 分析]の[自動計算] 
 条件：シート「CN 分析」のセルの色がペールブルーの項目にデータが入力されている。 
 自動計算：シート「CN 分析」のセルの色が薄い黄の項目が計算される。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 D65 含水比における異常値の表示 
 

8. 精度分析 
メニュー[土壌調査]、処理項目[CN 分析]の順にクリックすると、[精度分析]という処理項

目が表示される（図 D66）。 
 
 
 
 
 
 
 

図 D66 処理項目[精度分析] 
 

処理項目[精度分析]をクリックすると、シート「CN 分析」の項目「含水比(kg/kg)」、「絶乾

土」の「炭素濃度(g/kg)」、「窒素濃度(g/kg)」、「C/N」にデータが計算または入力されている

場合に、絶乾土あたり炭素濃度および窒素濃度の精度分析を自動で行うことができる（注14）。 
精度分析では、絶乾土あたり炭素濃度(g/kg)について、試料 ID ごとに差が最小となる 2 つ

の測定値を選定し、その平均値を算出する。また、これら 2 つの試料について、絶乾土あた

りの窒素濃度(g/kg)の平均値も算出する。そして、これら炭素濃度と窒素濃度の平均値が異常

値か否かを判定する。さらに、変動係数を算出して精度基準（「15. 含水比、絶乾土あたり炭

素濃度および窒素濃度の異常値と精度基準（ページ D-46）」）に照らし合わせる。 
 
 

                                                   
注14 シート「CN 分析」の項目「含水比(kg/kg)」、「絶乾土」の「炭素濃度(g/kg)」、「窒素濃度(g/kg)」、
「C/N」にデータが計算または入力されていない場合には、エラーメッセージが表示され、精度

分析が行われない。 
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精度分析を実行すると、シート「CN 分析精度管理」が作成され、そこに分析結果が表示

される（図 D67～68）。精度不足については、これらのシート内の項目「精度分析結果」に

その内容が表示される（図 D67）。また、異常値や精度不足は、セルの色がベージュや薄い黄

色で表示される。加えて、シート「CN 分析」の中に「精度分析」という項目が作成され、

精度分析で使用したデータは、アスタリスク（＊）で表示される（図 D68）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D67 精度分析における異常値および精度不足（シート「CN 分析精度管理」） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D68 精度分析に用いた試料の表示（シート「CN 分析」） 
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9. 再分析試料 ID の作成およびインポート 
精度分析において精度基準を満たしていない試料は再分析を行うことになる。本テンプレ

ートでは、再分析が必要な試料について、その試料 ID のリストを作成することができる。ま

た、それらの試料 ID を、シート「CN 分析」にインポートすることができる。 
 

1) 再分析試料 ID の作成 
メニュー [土壌調査]、処理項目[CN 分析]の順にクリックすると、[再分析試料 ID]という

処理項目が表示される（図 D69）。処理項目[再分析試料 ID]をクリックすると、CN 分析の精

度分析が行われている場合に、シート「再分析試料 ID」が作成される（図 D70）（注15）。
シート「再分析試料 ID」のリストを印刷し、再分析に用いる。 

 
 
 
 
 
 
 

図 D69 処理項目[再分析試料 ID の作成] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D70 シート「再分析試料 ID」 
 

2) 再分析試料 ID のインポート 
処理項目[CN 分析]の[再分析試料 ID インポート]をクリックすると、シート「再分析試料

ID」で作成した試料 ID をシート「CN 分析」にインポートすることができる（図 D71）。 
 

                                                   
注15 CN 分析の精度分析が行われていない場合には、エラーメッセージが表示され、シート「再
分析試料 ID」は作成されない。 
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図 D71 処理項目[再分析試料 ID インポート] 
 

10. CN 分析報告書 
メニュー[土壌調査]、処理項目[CN 分析]の順にクリックすると、[報告書作成]という処理

項目が表示される（図 D72）。 
 
 
 
 
 
 
 

図 D72 処理項目[報告書作成] 
 

処理項目[報告書作成]をクリックすると、絶乾土あたり炭素濃度および窒素濃度、C/N 比

の精度分析が行われている（シート「CN 分析精度管理」が作成されている）場合に、別シ

ート「CN 分析報告書」が作成され、そこに CN 分析の結果が取り纏められる（図 D73）。各

試料について付記すべきことがあれば、項目「備考」に入力する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D73 シート「CN 分析報告書」 
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11. ファイルの保存 
テンプレートファイルは、以下の規則に従ってファイル名を付け、保存する（図 D74）。 

 
ファイル名＝西暦下 2 桁＋都道府県名もしくは会社名＋C＋2 桁のファイル番号 

 
「2 桁のファイル番号」は、同一の都道府県もしくは会社が担当するデータを複数のテン

プレートに入力する場合、それぞれのテンプレートに 01、02、03・・・と番号を付ける。例

えば、2007 年度に森林総合研究所で測定したデータを 3 つのテンプレートに分けて入力した

場合には、以下の 3 つのファイル名となる。 
 

 1 番目のファイル名：07 森林総合研究所 C01 
 2 番目のファイル名：07 森林総合研究所 C02 
 3 番目のファイル名：07 森林総合研究所 C03 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D74 分析データ入力テンプレートのファイルの保存 
 

12. 報告書の印刷 
報告書として、4 つのシート

「試料 ID（図 D75）」、「堆積有

機物（図 D76）」、「容積重（図

D77）」、「CN 分析報告書（図

D78）」を印刷する。用紙サイズ

は A4 で、図 D75～78 の様式と

する。これらの様式は、デフォ

ルトとして設定されている。た

だし、プリンターによってはレ

イアウトが変わるので、その際

にはレイアウト設定（拡大／縮

小など）を変更する。 
図 D75 シート「試料 ID」の報告書 
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図 D76 シート「堆積有機物」の報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D77 シート「容積重」の報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 D78 シート「CN 分析報告書」の報告書 
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13. データの報告 
本テンプレートを用いて整理されたデータは、電子データ、印刷物の両方を提出する。提

出方法は「Ⅳ. 成果の報告」に従う。 
 

14. エラーメッセージと確認メッセージ 
マクロの監視機能により、試料 ID の入力間違いなど、様々なエラーが自動で認識され、エ

ラーメッセージや確認メッセージが表示される。メッセージが表示されたら、その内容を確

認し、それぞれ対応する。以下に、エラーメッセージと確認メッセージを示す。 
 

1) エラーメッセージ 
(1) [～がエラー値です] 

 計算もしくは入力されたデータがエラー値である 
(2) [格子点 ID が 6 桁ではありません] 

 シート「試料 ID」における項目「格子点 ID」に 6 桁でない文字列を入力した 
(3) [試料 ID のアルファベット(採取位置)が間違えています] 

 シート「堆積有機物」において、混合試料（採取位置を示すアルファベットが「M」）以外

の試料 ID がインポートもしくは入力されている 
(4) [試料 ID の下 2 桁(層位)が間違えています] 

 シート「堆積有機物」において、混合試料（層位を示す下 2 桁の数値が「01」、「02」、「03」
もしくは「04」）以外の試料 ID がインポートもしくは入力されている 

(5) [～が数値ではありません] 
 数値を計算もしくは入力すべき項目に、文字列が計算もしくは入力されている 

(6) [～が 0 未満です] 
 0 以上の数値を計算もしくは入力すべき項目に、0 未満の数値が計算もしくは入力されてい

る 
(7) [試料 ID のアルファベット(採取位置)と下 2 桁(層位)が適合していません] 

 試料 ID において、アルファベット(採取位置)と下 2 桁の数字(層位)の組み合わせが適切で

ない 
(8) [～のデータが入力されていません] 

 自動計算もしくは精度分析に必要な項目のデータが入力されていない 
(9) [～のデータが入力もしくはインポートされていません] 

 自動計算もしくは精度分析に必要な項目のデータが入力もしくはインポートされていない 
(10) [～のデータが入力もしくは計算されていません] 

 自動計算もしくは精度分析に必要な項目のデータが入力もしくは計算されていない 
(11) [～のデータがひと続きになっていません] 

 自動計算もしくは精度分析に必要な項目のデータが不連続に入力されている 
(12) [試料 ID のデータ数と～のデータ数が合っていません] 

 試料 ID のデータの最終行と、自動計算もしくは精度分析に必要な項目のデータの最終行が
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異なっている 
(13) [～が作成されていません] 

 インポートに必要な項目のデータが作成されていない 
(14) [シート「含水比」において同じ試料 ID が 2 つ以上存在します] 

 シート「含水比」において同じ試料 ID が 2 つ以上存在している 
(15) [シート「CN 分析」の含水比のデータ数が試料 ID のデータ数よりも大きくなっています] 

 シート「CN 分析」において試料 ID よりも多くの含水比データが入力されている 
(16) [シート「再分析試料 ID」の試料 ID がありません 再分析の必要があるか確認してくださ

い] 
 シート「再分析試料 ID」において試料 ID が作成されていない 

(17) [CN 分析の精度分析が行われていません] 
 シート「CN 分析精度管理」が作成されていない 

 

2) 確認メッセージ 
(1) [既に試料 ID が入力されています 追加でインポートしますか? ] 

 当該シートにおいて、すでに試料 ID が入力されている 
(2) [既に～が入力されています 追加でインポートしますか? ] 

 当該シートにおいて、対象項目にデータが存在する 
(3) [シート「含水比」にエラー値が含まれています 含水比のインポートを継続しますか? ] 

 シート「含水比」の項目「含水比」にエラー値のデータが存在する 
(4) [シート「含水比」に数値でないものが含まれています 含水比のインポートを継続します

か? ] 
 シート「含水比」の項目「含水比」に数値でないデータが存在する 

(5) [シート「含水比」に異常値が含まれています 含水比のインポートを継続しますか? ] 
 シート「含水比」の項目「含水比」のデータから異常値が検出されている（「15. 含水比、

絶乾土あたり炭素濃度および窒素濃度の異常値と精度基準」） 
(6) [過去に CN 分析の精度分析が行われています 再度分析を行いますか? ] 

 すでに、シート「CN 分析精度管理」が作成されている 
(7) [過去に再分析試料 ID が作成されています 再度作成しますか? ] 

 すでに、シート「再分析試料 ID」が作成されている 
(8) [CN 分析の報告書が作成されています 再度作成しますか? ] 

 すでに、シート「CN 分析報告書」が作成されている 
(9) [含水比に異常値が含まれています 報告書の作成を継続しますか? ] 

 シート「含水比」の項目「含水比」のデータから異常値が検出されている（「15. 含水比、

絶乾土あたり炭素濃度および窒素濃度の異常値と精度基準」） 
(10) [～が精度不足です 報告書の作成を継続しますか? ] 

 精度分析において、絶乾土あたり炭素濃度および窒素濃度、C/N 比の精度が基準を満たし

ていない（「15. 含水比、絶乾土あたり炭素濃度および窒素濃度の異常値と精度基準」） 
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15. 含水比、絶乾土あたり炭素濃度および窒素濃度の異常値と精度基準 
以下に、精度分析における異常値と精度基準を示す。 

 

1) 含水比 
異常値：各測定値が 0kg/kg 以上 0.200kg/kg 以下でなければ異常値とする。 

 

2) 絶乾土あたり炭素濃度 
異常値：2 つの測定値の平均が 0g/kg 以上 600g/kg 以下でなければ異常値とする。 
精度：以下の基準を満たしていなければ、精度不足とする。 

 2 つの測定値の平均が 10g/kg 未満の場合、それら 2 つの測定値の差が 1.13g/kg 以下 
 2 つの測定値の平均が 10g/kg 以上 50g/kg 未満の場合、変動係数が 8%以下 
 2 つの測定値の平均が 50g/kg 以上 600g/kg 以下の場合、変動係数が 4%以下 

 

3) 絶乾土あたり窒素濃度 
異常値：2 つの測定値の平均が 0g/kg 以上 30g/kg 以下でなければ異常値とする。 
精度：以下の基準を満たしていなければ、精度不足とする。 

 2 つの測定値の平均が 5g/kg 未満の場合、それら 2 つの測定値の差が 1.41g/kg 以下 
 2 つの測定値の平均が 5g/kg 以上 10g/kg 未満の場合、変動係数が 20%以下 
 2 つの測定値の平均が 10g/kg 以上 30g/kg 以下の場合、変動係数が 10%以下 
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Ⅳ. 成果の提出 
以下に示した提出物を所定の時期までに所定の場所に送付する。報告書（様式 A1～8）は

正副 2 セットを印刷する。データファイル（「野外調査データ入力システム」および「分析デ

ータ入力テンプレート」）、写真ファイル（「蔵衛門御用達 ver.7」）は、調査地点（格子点 ID）

ごとに 1 つのフォルダ（フォルダ名は格子点 ID）にまとめ、CD や DVD に書き込んで提出

する。 
 

1. 提出物 

1) グレード 1 
(1) 印刷した調査様式 2 セット（正・副） 
a. 試験地概況調査  

a) 調査実施状況確認票（様式 A1） 
b) 土壌調査位置見取り図（様式 A2） 
c) 調査地林相写真（様式 A3、林相 4 枚、蔵衛門使用） 

b. 枯死木調査  
a) 枯死木調査票（様式 A4） 

NS 方向 1 枚、EW 方向 1 枚 
c. 堆積有機物量調査および土壌炭素蓄積量調査 

a) 炭素蓄積量調査票(様式 A5） 
N, E, S, W 4 地点分 

b) 炭素蓄積量調査写真（様式 A6、蔵衛門使用） 
N, E, S, W 4 地点分の土壌断面写真及び堆積有機物写真 

d. 代表土壌断面調査     ※グレード１のみ  
a) 代表土壌断面調査票（様式 A7） 
b) 代表土壌断面林相写真（様式 A8、蔵衛門使用） 

(2) 記録媒体 2 枚（正・副） 
全様式のファイル、全写真をまとめて収録した記録電子媒体 CD-R もしくは DVD-R 

(3) 採取試料 
a. 堆積有機物調査試料（最大 16 試料） 
b. 土壌炭素測定用試料（12 試料） 
c. 土壌容積重測定用試料（12 試料） 
d. 土壌断面炭素測定用試料（最低 4 試料） 
e. 土壌断面容積重測定試料（最低 4 試料） 

 

2) グレード２ 
「1) グレード１」から「(1) d. a)」、「(1) d. b)」、「(3) d.」および 「(3) e.」を除いたもの 
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3) 室内分析 
(1) 印刷した報告書 2 セット（正・副） 

a. 試料 ID（シート「試料 ID」） 
b. 堆積有機物（シート「堆積有機物」） 
c. 容積重（シート「容積重」） 
d. CN 分析報告書（シート「CN 分析報告書」） 

 (2) 記録媒体 2 枚（正・副） 
全様式のファイルをまとめて収録した記録電子媒体（CD-R もしくは DVD-R） 
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2. 提出物・提出写真類等一覧 
 

内容と様式 内容 印刷物 写真 
[蔵衛門御用達]

野帳コピー データファイ

ル Excel 
グレード１およびグレード２ 

調査実施状況確認票 
（様式 A1） 

 ○   ○ 

土壌調査位置見取り

図（様式 A2） 
 ○  ○ ○ 

N ○   
E ○   
S ○   

調査地林相写真 
（様式 A3） 

W ○ 

○ 

  
南北ライン ○  ○ 枯死木調査票 

（様式 A4） 東西ライン ○  ○ 
○ 

N ○  ○ 
E ○  ○ 
S ○  ○ 

炭素蓄積量調査票 
(様式 A5） 

W ○  ○ 

○ 

N ○   
E ○   
S ○   

炭素蓄積量調査写真 
（様式 A6） 

W ○ 

○ 

  
採取試料および堆積

有機物・土壌試料確認

送付票（様式 B1） 
（試料送付時）     

調査データ 
入力ファイル 

    ○ 

グレード１のみ 
代表土壌断面調査票 
（様式 A7） 

 
○  ○ ○ 

林相 ○   代表土壌断面写真 
（様式 A8） 土壌 ○ 

○ 
  

採取試料および代表

土壌断面試料確認送

付票（様式 B2） 
（試料送付時）     

堆積有機物・容積重分析 
分析データ入力テンプレート  ○   ○ 
炭素・窒素分析 
分析データ入力テンプレート  ○   ○ 
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なお、本マニュアルは森林総合研究所研究課題（アアａ１１５）「森林吸収量把握システム

の実用化に関する研究」の成果である。 
 






